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第 2 章では，自閉症スペクトラムの子どもの 1 語発話期から 2 語発話期にある自閉症ス


















































第 6 章では，第 4 章，第 5 章の結果をふまえたうえで，自閉症スペクトラムの子どもの
力動出来事語の発達について検討した。その結果，力動出来事語のすべてのカテゴリで発
話が認められた。定型発達の子どもの日本語力動出来事語と共通する語も発話され，それ
らの語の発話は，少数ながらも他の語と比較して 2 語発話に含まれる傾向が示唆された。
また，自閉症スペクトラムの子どもでは，力動出来事に関する発話がみられても，その語
の反対を意味する語（例えば，開けるに対する閉めるなど）の出現に困難さが示唆された。
そして，それらが，力動出来事語の発達，さらに 2 語・多語発話の発達に影響を与えてい
ることが考えられた。 
これらの結果から，自閉症スペクトラムの子どもの力動出来事語，動詞の発達から， 2
語・多語発話の発達について考察した。自閉症スペクトラムの子どもの発話では，パター
ン化された発話によって，発話される力動出来事が特定の遊びなどに限られることがあり，
その場面に依存しているため，時間的空間的関係の理解が十分にされていない可能性が示
唆された。さらに，発話される語が限定されることは力動出来事語においてもみられた。
それは，力動出来事語において，力動出来事の反対の方向性（例えば，「行く」に対する「来
る」など）に言及することの困難さにもつながっていると考えられた。実際に，2語発話出
現段階にあった B児では，＜経路・直示的経路＞の物の受け渡し場面で，‘渡す’という方
向性よりも‘取る’，‘受け取る’といった一方向の行動が主であった。しかしながら，力
動出来事語において反対の方向性（つまり両方向）について示す語が出現した事例（C 児）
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は，2語発話移行期にあり，多語発話も増加していた。この事例にもパターン化された発話
はみられたが，パターン化した語を軸語にした 2 語発話がみられ，力動出来事語を中心と
した 2 語発話が出現していた。そのような事例では，語結合において事物の意味と力動的
な意味を別々に示す動詞，真の動詞が出現しており，それは力動出来事語において以前発
話されていたものだった。これらのことから，力動出来事語が発話される場面の広がり，
そして反対の方向性（つまり両方向，例えば「上」に対する「下」など）について言及で
きることが 2 語・多語発話の発達において重要となることが示唆された。そして，語の広
がりのなかで力動出来事語に含まれる動詞が出現し，それらが語結合によって真の動詞へ
と移行していくことからも，発話場面の広がり，発話される力動出来事の方向性が広がる
こと，そしてそれらが適切な語へと変化していくことが，動詞の発達，そして 2 語・多語
発話の発達へとつながることが明らかとなった。 
これらのことから，自閉症スペクトラムの子どもにおいて，力動出来事において両方向
の力動出来事語（例えば，「行く」に対する「来る」など）が出現する過程について検討し
ていくことが，自閉症スペクトラムの子どもにおける力動出来事語の発達において必要と
なることが考えられた。 
 
